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第Ⅱ章 佐渡市の概要
１ 佐渡市の概要
位置 佐渡市は佐渡島全域をその行政区とする。佐渡島は、本州・北海道・九州・四国を除くと、沖縄
本島に次ぐ大きさの島で、新潟市の西方約45km、本州との最短距離約34㎞の日本海上に位置している。本
州とは、両津港‐新潟港（新潟市）、小木港‐直江津港（上越市）、赤泊港‐寺泊港（長岡市）の海上三航
路と、佐渡空港から新潟空港までの航空路で結ばれている。
地勢 佐渡島の面積は約855.25k㎡、周囲の海岸線は281.7㎞を測り、山林と雑種地が島面積の80％以上
を占めている。佐渡島の地勢は激しい造山活動の影響を受けて多様性に富み、山地、海岸段丘、低地など
から形成される。北東から南西方向には、標高1,172mの金北山を最高峰とし延長40kmにおよぶ大佐渡山地
と、標高645mの大地山をはじめとする比較的低い山並みが40kmにわたり連続する小佐渡山地が平行して屹
立し、大佐渡山地南麓、小佐渡山地北麓には扇状地が形成されている。中央部を島内で流域面積最大の国
府川が流れ、この流域に国中平野が形成されている。島南西部の羽茂川沿いにも小規模な平野が形成され
ているほか、沿岸には海岸段丘が発達する。また、島の西側の真野湾沿いには浜堤および砂丘帯が形成さ
れ、東側の両津湾には新潟県最大の加茂湖がある。
人口 国勢調査による統計を取り始めて以来、佐渡市の人口のピークは昭和25年（1950）の125,597人で
あった。平成24年（2012）４月１日現在の佐渡市の人口は62,184人で、最大時の約半分となっている。ま
た、佐渡市の平成17年（2005）の国勢調査による老年人口比率（65歳以上の人口割合）は35.3％と、全国
の老年人口比率20.8％や新潟県の老年人口比率24.4％を大きく上回っている。年少人口（14歳以下）、生産
年齢人口（15歳以上64歳以下）は減少傾向にあり、老年人口については、増加の傾向が続いている。
産業 就業者数は平成17年（2005）の国勢調査で36,314人、産業別構造は、第１次産業24.2％、第２次
産業21.4％、第３次産業54.3％となっている。第1次産業は、従事者の高齢化と就業者数の減少や深刻な担
い手不足が懸念され、流通価格の低迷や生産コスト増加による採算性の悪化も課題となっている。第２次
産業は、１工場当たりの従業者数は10人台と、小規模の事業所が多数を占めている。第３次産業は、平成
16年（2004）と比べ、合計事業所数は126（9.3％）、従業者は391人（7.2％）、年間販売額は6,290百万円
（5.4％）減少している。また、観光客の入込数は、平成３年の121万人をピークに減少を続け、平成22年
（2010）には54万人台にまで落ち込み、主要産業の一つである佐渡観光の再構築が課題となっている。
行政 「古代よりの佐渡国は江戸時代には徳川幕府の直轄地とされ、明治維新によって佐渡県となり、
明治４年（1871）には、相川県と改称、同９年（1876）に新潟県に合併され、同21年（1888）の市制・町
村制施行後は７町51村、同34年の町村合併により５町21村となった。戦後は、昭和29年（1954）に両津市
が成立し、同36年（1961）には両津市・相川町・佐和田町・金井町・畑野町・真野町・羽茂町・小木町・
新穂村・赤泊村の１市７町２村となり、平成16年（2004）の10市町村合併による佐渡市誕生を経て現在に
至る。
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関連する施策 文化庁委託事業である『文化財総合的把握モデル事業』において、平成 20 年度から平
成 22 年度までの３ヶ年にわたり、歴史文化資源の把握に取り組み、寺院・神社建造物を含む多様な文化財
を対象とする『佐渡市歴史文化基本構想』を策定した。
２ 佐渡の寺院建築に影響を与えた出来事
佐渡の寺院建築において、中世以前の建築物はほとんど確認されていない。よって、ここでは中世以降、
佐渡の寺院建築に影響を与えたと考えられる事象を以下に挙げる。
佐渡金銀山 佐渡は西三川砂金山、鶴子銀山、新穂銀山、相川金銀山の４つの鉱山を中心として金銀鉱
山が広く分布している島である。
佐渡の豊富な金銀は豊臣秀吉や上杉景勝の軍資金となり、徳川幕府の直轄領とされた。
鉱山の開発が進むにつれ、日本各地から山師や金穿大工さらには商人などが集まり、佐渡代官大久保長
安によって相川では計画的な町づくりが行われ、17 世紀前半の最盛期には相川の人口は４万から５万人に
達したという。佐渡奉行や奉行所の役人、金銀山によって富を得た山師たちは鉱山の繁栄を願い寺院や神
社などに様々な寄進をよせ、根本寺・長谷寺・蓮華峰寺などに見られる伽藍建立をはじめ、鳥居、石塔な
どの石造物が佐渡島内各地に分布している。金銀山は寺院建築をはじめ佐渡島内の広範な文化に影響を及
ぼしていた。
上杉景勝による佐渡攻略 豊臣秀吉の後盾と承認を得た上杉景勝は天正 17 年（1589）に佐渡の本間氏を
はじめとする在地領主を討伐し、佐渡国を平定した。以後佐渡は上杉領として上杉氏の派遣した代官衆に
支配されることとなる。代官たちは領地支配の一環として、港役の徴収、鉱山経営、宗教統制などを行っ
た。上杉統治以前の建物は 14 世紀以降の蓮華峰寺（小木地区）の金堂と骨堂、河原田城から本田寺（佐和
田地区）へ移築したとされる裏門のほかは現時点では確認されていない。
荻原重秀による実測検地 佐渡奉行となった荻原重秀は元禄７年（1694）に佐渡一国の実測検地いわゆる
元禄検地を行い、総石高 13 万石余を検出、佐渡の近世的郷村支配を確立した。元禄検地より寺社堂は境内
地・除地が確定された。このことは寺院運営にかなりの影響を与えたと考えられる。
明治元年（1868）の廃寺令 明治新政府が発した、いわゆる神仏分離令は仏教排斥や廃寺を意図したも
のではなかったが、佐渡では明治元年（1868）佐渡県参謀奥平謙輔により 536 ヶ寺を 80 ヶ寺に減らす廃寺
令が発令された。その後、明治３年（1870）には 55 ヶ寺の復興が認められ 135 ヶ寺に、寺院再興がほぼ完
了した明治 14 年（1881）には 310 ヶ寺となったが、大正４年（1915）では 294 ヶ寺となり、近年では 270
ヶ寺余りと江戸時代の約半数となっており、率から考えれば奥平の廃寺令の影響は大きかった。
第二次世界大戦後の農地開放 昭和 22 年（1947）ＧＨＱ指揮のもと、日本政府によって農地解放（農地
改革）が行われた。これにより寺院運営の主要な収入源の一つである田畑を喪失した。
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